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５ 具体的な取り組み

（１）学校の取り組み

①幼稚園
○生きる力の基礎を育むことをめざす創意ある教育課程の編成・実施

○幼児一人一人の実態を把握し、資質・能力の育成に向けた指導計画の作成

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を具体的にイメージした保育の工夫改善

○小学校区内における保幼小連携及び幼小連携の実施

・「学びの基礎力」（かかわる力・生活する力・学ぶ力）の充実

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有化→幼児教育と小学校教育との接続強化

１）幼稚園の実態に応じた「学びの基礎力」（かかわる力・生活する力・学ぶ力）の充実を図る。

ア かかわる力（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成）

・言葉に親しむ活動→歌・お話・言葉遊び 等

・言葉で表現する活動→相手や状況に応じて言葉を使い分ける 等

イ 生活する力（生活リズムの確立：基本的生活習慣の形成）

ウ 学ぶ力（協同して遊ぶ力の育成）

・幼児が互いにかかわりを深め、協同する経験を積み重ね、「協同的な学び合い」へ発展

するよう年間指導計画に位置付ける。

２）幼児期にふさわしい生活を通して様々に活動を展開する中で資質・能力を育む。

３）園内研修の充実を図るために、保育カンファレンスを通して保育の振り返りや反省等を実施する。

４）幼児・児童の交流活動及び保幼小合

同研修会を実施する。

５）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

をイメージした保育の工夫改善を図る。

※右図の「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」は、各項目を個別

に取り出して指導するものでは

なく、幼児の自発的な活動とし

ての遊びを通して、これらが育

っていくように留意する。 て取り組む。


